
【目標３：社会教育の充実】 

事 業 名 読書活動推進大会開催事業 担当課 生涯学習課 

事業の目的 

・ブックスタートに始まり、「朝読」、「ファミリー読書」というように、赤ちゃんから

大人まで生涯を通した読書活動の推進を図る。 

・「読書まつり」を実施し、読書の楽しさ・大切さを伝える。 

事 業 概 要 

・読み聞かせ団体等による読み聞かせ、読書に関する展示、その年々のテーマに沿った

講演会等を開催し、様々な形で読書活動を市民に周知し生涯読書の推進を図る。 

実施状況 

 １２月１１日（日）１０時～ 境港市民交流センター みなとテラスを会場に、「赤

ちゃんから大人まで本でたのしいひとときを」をテーマに、３年ぶりにイベント形式で

開催。 

・学校図書館 学習展示 

・絵本バックづくり 

・コンサート 奥田さやか さん 

・読み聞かせ 

・手話で楽しむ紙芝居と読み聞かせ、遊び  

・乳幼児と楽しむ絵本とわらべうた 

・講演「世界という本を読みたい」モリテツヤ氏（汽水空港店主） 

・朗読劇「天守物語」 演劇 Project Bee 

・ぼちぼち読書会 

・一箱本屋 

・おススメ本、写真展示 

・図書館クイズラリー 

のべ８６６人が参加（イベントごとの参加者合計） 

予 算 額 ２００千円 

成果・効果 

・感染対策を行いながら、３年ぶりのイベント実施。イベントコーナーを分散

させ、赤ちゃんから大人まで幅広い人に楽しんでもらえた。 

・市民交流センターでの初開催。図書館と一体となった新施設は、人々が気軽

に集い、賑わいあふれる場所としての機能を果たした。 

・境港総合高校と西部ろうあ仲間サロン会とのコラボ企画、指定管理者による

企画など、多様な人たちとの協働を実現することができた。 

評 価   ◎ 順調 

課題・問題

点 

・効果的な広報は、今後の課題。対象が幅広くなるほど、内容、媒体、配布先など工夫

が必要である。 

・イベント数が増えたこと、会場が広範囲にわたったことで、活動場所の案内、掲示が

十分でなかったため、改善を要する。 

検 討 事 項 ・イベントの内容、開催時期の検討 

※学識経験者による指摘・助言 

・「赤ちゃんから大人まで生涯を通した読書活動の推進」という目的はとてもすばらしいと考える

が、ときには高齢者の読書にもスポットをあてていただければと考える。 

・開催時期については少し遅すぎると考える。 

・活動場所の案内や掲示に関しては、参加者にアンケートをとるなりし、幅広い知恵の収集が望ま

れる。 
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